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一
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泉
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船
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泉
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泰
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薦
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句

俳　

句

八
木
八
木  

佐
久
司

佐
久
司  

推
薦
推
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川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

休館日…９日（木）・毎週月曜日
祝日開館日…３日（金）・23日（木）

時間は両日とも９時～17時

★本に恋する季節です！
　毎年、10月27日～11月９日の２週間は
読書週間です。71回目の今年の標語は
「本に恋する季節です！」。図書館で本と
恋に落ちませんか。
★「書庫見学会」を行います
日時…11月16日（木）10時～11時　場所
…八日市場図書館　定員…20人（申し込
み順）　参加特典…①参加者の誕生日な
ど“記念日”の新聞コピーを１枚プレゼ
ント②当日は、書庫内の本に限り冊数無
制限で貸し出し③リサイクルフェア初日
の優先入場券配布　申し込み…八日市場
図書館（開館日の９時～17時）　
★冬のおはなしを楽しむ会
日時…12月２日（土）14時から約45分間
場所…八日市場公民館市民ギャラリー　
内容…大型絵本やパネルシアターなど　
対象…１人で静かに話を聞くことができる
４歳から小学校３年生くらいまでの児童
★おはなし会
日時…毎週土曜日14時から約30分間
場所…八日市場図書館
※各イベントは、参加無料です。
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

市政の窓

№82

秋
の
誤
算

中
の
戦
い
で
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
選
挙
で
安
倍
総
理
と
小
池

代
表
そ
れ
ぞ
れ
に
誤
算
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

野
党
第
一
党
の
民
進
党
の
代

表
が
決
ま
っ
た
が
、
い
ま
だ
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
な
い
状
況
と
、

小
池
都
知
事
を
中
心
と
す
る
新

党
立
ち
上
げ
前
の
こ
の
時
期
が

最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
判
断

し
、
安
倍
総
理
は
解
散
権
を
行

使
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
瞬
時

に
「
希
望
の
党
」
が
結
成
さ
れ
、

自
民
党
に
肉
迫
す
る
ま
で
に
盛

り
上
が
っ
た
事
が
誤
算
そ
の
一
。

そ
の
二
は
、
破
竹
の
勢
い
の
中

で
お
ご
り
が
出
た
の
か
小
池
代

表
が
発
し
た
「
排
除
」
の
一
言

で
あ
り
、
多
く
の
選
挙
民
が
代

表
へ
の
疑
問
や
失
望
感
で
一
気

に
失
速
し
た
事
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
10
名
の
議
員
定
数

減
も
あ
り
ま
す
が
、
開
票
結
果

は
解
散
前
の
与
野
党
の
勢
力
図

に
変
化
は
な
く
、
自
・
公
連
立

与
党
は
安
定
多
数
を
確
保
。
野

党
第
一
党
の
民
進
党
が
解
体

し
、「
希
望
の
党
」
と
「
立
憲
民

主
党
」
そ
し
て
無
所
属
に
分
裂

し
た
だ
け
の
選
挙
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

今
後
、
国
会
や
党
運
営
で
注

視
す
る
の
は
「
希
望
の
党
」
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
希
望
を
乗
せ

た
大
き
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
と
し

て
大
空
を
舞
い
、
存
在
感
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ

と
も
分
裂
を
重
ね
水
泡
に
帰
す

の
か
、
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
表
現
す
る
言

葉
ひ
と
言
の
難
し
さ
と
そ
の
影

響
力
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
女
心
と
秋
の
空
」
の

諺
こ
と
わ
ざ

が
風
化
す
る
よ
う
な
昨

今
の
世
相
。
そ
し
て
、
現

代
の
気
象
予
報
は
長
期
に

わ
た
り
正
確
に
伝
達
さ
れ
る
こ

と
で
、
諺
を
耳
に
し
な
く
な
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
10
月
は
多
く

の
雨
が
降
り
ま
し
た
。
野
外
行

事
は
秋あ

き

雨さ
め

に
左
右
さ
れ
ま
す
。

３
年
続
い
た
講
堂
内
で
の
「
飯

高
檀
林
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
し
た

が
、
今
年
は
秋
空
の
下
、
境
内

で
大
盛
況
。
翌
週
の
「
よ
か
っ

ぺ
祭
り
」
は
雨
天
に
よ
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
「
た
る
み
こ

し
パ
レ
ー
ド
」
が
見
ら
れ
ず
誠

に
残
念
。
電
撃
解
散
に
よ
る
第

48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
台

風
を
も
呼
び
込
み
、
ま
さ
に
雨

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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※
作
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選
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よ
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作
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選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
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寺
院
や
神
社
に
は
、
起
こ
り
や

沿
革
、
霊れ

い

験げ
ん

な
ど
の
言
い
伝
え
を

書
き
記
し
た
「
縁え

ん

起ぎ

書し
ょ

」
を
伝
蔵

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

40
年
ほ
ど
前
に
拝
見
し
た
飯
倉

（
豊
栄
地
区
）・
千
手
院
の
縁
起
に

は
、
浅
間
大
神
と
「
母
と
子
」
の

伝
説
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

千
手
院
は
千
年
ほ
ど
前
、
千
手

観
音
を
本
尊
と
し
て
創
建
さ
れ
、

子
安
尊
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が

あ
り
ま
す
。

　

国
道
１
２
６
号
沿
い
は
、
耕
地

整
理
さ
れ
る
ま
で
は
沼
が
あ
っ
て

小
舟
が
行
き
来
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

そ
の
昔
、
沼
を
干
拓
し
よ
う
と

し
た
千
葉
氏
が
あ
る
夜
、
夢
を
見

た
と
さ
れ
ま
す
。
千
手
院
の
観
音

様
と
共
に
女
の
子
を
抱
い
た
女
性

が
現
れ
、「（
千
葉
氏
が
干
拓
し
よ

う
と
す
る
地
は
）
私
た
ち
母
と
子

が
小
舟
に
乗
っ
て
い
て
亡
く
な
っ

た
所
だ
。
夫
は
千
葉
氏
に
よ
り
自

害
さ
せ
ら
れ
た
。
安

産
守
護
の
神
を
ま
つ

る
べ
き
だ
」
と
語
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ

こ
で
千
葉
氏
は
子
安

大
明
神
を
ま
つ
り
、

そ
の
場
所
を
「
母

子
」
と
名
付
け
た
の

で
干
拓
が
成
功
し
た

と
伝
わ
り
ま
す
。

　

母
子
（
横
芝
光

町
）
の
地
名
と
子
安

大
明
神
の
由
緒
が
伝

説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
縁
起
が
作
ら

れ
た
背
景
を
想
像
を

膨
ら
ま
せ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

縁
起
書
は
１
９
２
６
（
大
正

15
）
年
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

同
寺
は
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年

に
火
災
に
遭
い
、
同
７
年
再
建
し

て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
広
く
集

め
る
た
め
、
千
手
院
住
職
が
当
時

管
理
し
て
い
た
母
子
の
子
安
大
明

神
の
御
利
益
を
生
か
す
よ
う
縁
起

を
ま
と
め
、
そ
れ
に
明
治
以
降
の

変
化
を
加
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
、
１
７
５
０
年
ご
ろ

か
ら
三
十
数
年
に
わ
た
り
、
こ
の

神
社
が
村
境
に
所
在
す
る
こ
と
か

ら
母
子
村
と
飯
倉
村
と
で
争
い
が

続
き
、
難
産
の
者
も
出
て
困
っ
た

そ
う
で
す
。
争
論
中
の
あ
る
夜
、

境
内
の
全
て
の
松
が
飯
倉
村
の
方

向
に
傾
い
た
の
で
、
領
主
は
子
安

尊
を
飯
倉
・
千
手
院
に
ま
つ
る
よ

う
裁
定
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

母
子
の
子
安
様
は
、
明
治
初
年

の
神
仏
分
離
で
千
手
院
か
ら
離

れ
、「
浅
間
大
神
」
と
し
て
改
称
さ

れ
ま
し
た
。「
千
葉
県
宗
教
法
人

名
簿
」
に
は
、
所
在
地
が
「
母
子

飯
倉
入い

り

会あ
い

１
番
地
」
と
記
載
さ
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
の
名
残
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

母
と
子
の
伝
説

飯
倉
を
歩
く

総
門
の
修
築
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れ  
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子
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し
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の
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菊
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む
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内　
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和
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椎
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江

椎
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晴
江

い
つ
ま
で
も
夕
日
離
さ
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瓜

い
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ま
で
も
夕
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さ
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烏
瓜  

片　

子　
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那
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雄

那
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今
日
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日
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な
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新
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今
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と
明
日
妻
の
留
守
な
り
新
酒
買
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日
市
場
イ

八
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市
場
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椎
名　

貴
寿

椎
名　

貴
寿

薄
さ
に
も
軽
さ
に
も
馴
れ
夏
蒲
団

薄
さ
に
も
軽
さ
に
も
馴
れ
夏
蒲
団  

今　

泉　
　
　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

立
ち
つ
く
す
た
だ
立
ち
つ
く
す
夏
落
暉

立
ち
つ
く
す
た
だ
立
ち
つ
く
す
夏
落
暉  

栢　

田　
　
　

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

石
田　
　

健

露
時
雨
あ
た
ら

露
時
雨
あ
た
ら
一一い

ち
い
ち

人人に
ん
に
ん

の
葬
終
る

の
葬
終
る  

新　

堀　
　
　

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

沖　
　

舟
二

風
鈴
を
仕
舞
い
忘
れ
た
軒
の
下

風
鈴
を
仕
舞
い
忘
れ
た
軒
の
下  

横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

秋
風
に
運
動
会
の
声
弾
け

秋
風
に
運
動
会
の
声
弾
け  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

運
動
会
孫
と
組
む
爺
腰
が
伸
び

運
動
会
孫
と
組
む
爺
腰
が
伸
び  

飯　

塚　
　
　

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

鈴
木
ツ
ネ
子

サ
ン
マ
焼
く
香
り
の
風
に
唾
を
飲
み

サ
ン
マ
焼
く
香
り
の
風
に
唾
を
飲
み  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

夏
痩
せ
を
メ
タ
ボ
が
誘
う
秋
の
風

夏
痩
せ
を
メ
タ
ボ
が
誘
う
秋
の
風  

八
日
市
場
ホ　

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

戻
さ
れ
た
指
輪
が
悲
し
秋
の
風

戻
さ
れ
た
指
輪
が
悲
し
秋
の
風  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

か
ま
き
り
が
腹
膨
ら
ま
し
冬
支
度

か
ま
き
り
が
腹
膨
ら
ま
し
冬
支
度  

東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

父
母
が
介
護
の
中
で
ダ
イ
ヤ
婚

父
母
が
介
護
の
中
で
ダ
イ
ヤ
婚  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

何
よ
り
も
身
体
だ
い
じ
の
日
日
送
る

何
よ
り
も
身
体
だ
い
じ
の
日
日
送
る  

川　

辺　
　
　

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

及
川　

利
道

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

豊栄地区飯倉にある千手院。その縁起には
母と子の伝説が書かれている

  広報そうさ H 29. 11. 117


